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条
例
制
定

◆
い
わ
き
市
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

当
該
基
準
を
定
め
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

１　
利
用
定
員

１
時
間
当
た
り
の
利
用
定
員

及
び
開
所
す
る
日
数
や
利
用
時

間
等
を
考
慮
し
１
月
当
た
り
の

利
用
定
員
を
定
め
る
。

２　
面
談

通
園
支
援
を
提
供
す
る
と
き

は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等

を
把
握
す
る
た
め
、
面
談
を
行

令和８年度いわき市一般会計当初予算案 令和８年度いわき市一般会計当初予算案 などなど

79 79 議案等 を議案等 を 可決・同意 可決・同意

　
令
和
８
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
案
４
件
、
廃
止
案
１
件
、
改
正
案
19
件
、
補
正
予
算

案
10
件
及
び
当
初
予
算
案
21
件
な
ど
、
計
63
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
主
な
提
出
議
案
等
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
、
条
例
の
制
定
案
１
件
、
改
正
案
１
件
、
規
則
の
改
正
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
会
議
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
、
人
事
案
９
件
が
追
加
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
、

意
見
書
案
３
件
、
条
例
の
改
正
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

人

事

案

令和８年２月定例会

有
す
る
行
政
情
報
の
開
示
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２�　
適
正
な
請
求
及
び
使
用
の
改

正
行
政
情
報
の
開
示
を
請
求
し

よ
う
と
す
る
も
の
は
、
条
例
の

目
的
に
即
し
、
適
正
な
請
求
に

努
め
る
こ
と
と
す
る
規
定
を
追

加
す
る
。

【
施
行
日
】
令
和
８
年
４
月
１
日

◆
い
わ
き
市
集
会
所
条
例
の
改
正

　

地
域
集
会
施
設
の
所
有
管
理
の

一
元
化
と
費
用
負
担
の
公
平
化
を

図
る
た
め
、
地
区
の
同
意
の
も
と
、

市
立
集
会
所
に
つ
い
て
は
管
理
運

営
主
体
で
あ
る
自
治
会
等
へ
の
無

償
譲
渡
ま
た
は
廃
止
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
自
治
会
等
に
お
い
て

譲
渡
を
受
け
る
意
向
を
確
認
し
た

４
集
会
所
に
つ
い
て
自
治
会
等
に

譲
渡
す
る
こ
と
か
ら
、
公
の
施
設

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
該
当
施
設
４
か
所
】

　

折
戸
集
会
所
、
根
小
屋
集
会
所
、

本
町
集
会
所
、
折
松
集
会
所

【
施
行
日
】
令
和
８
年
４
月
１
日

◆
い
わ
き
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
改
正

　

敬
老
祝
金
に
つ
い
て
、
高
齢
者

の
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
配
分
を
見

直
す
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

同
意
さ
れ
た
人
事
案
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　
正
当
な
理
由
の
な
い
提
供
拒

否
の
禁
止

正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

【
施
行
日
】
令
和
８
年
４
月
１
日

◆
い
わ
き
市
情
報
公
開
条
例
の
改

正
　

情
報
公
開
を
推
進
し
、
市
政
の

透
明
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
行

政
情
報
の
開
示
請
求
権
者
の
範
囲

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な

開
示
請
求
を
求
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
主
な
改
正
内
容
】

１　
請
求
権
者
の
改
正

何
人
も
、
こ
の
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
施
機
関

に
対
し
、
当
該
実
施
機
関
の
保

条
例
改
正

【
施
行
日
】
令
和
８
年
４
月
１
日

◆改正内容
対象者 現　行 改　正

88歳の者 ５万円 ３万円

◆令和６年度実績
区　分 米寿祝金 百歳祝金

支給人数 1,943人 114人

総支給額 9,715万円
（１人５万円）

2,280万円
（１人20万円）
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令和８年度　当初予算の概要＜＜＜主な事業は次ページ

１ 予算規模

２ 一般会計の主な内訳

❶　一般会計　1,594億9,012万6千円  （対前年度 ： ＋86億 5,224万 3千円、 ＋5.7%）

　デフレからの脱却局面にあり、労務・資材単価の上昇に適切に対応していく必要があるほか、以下の要
因により、予算規模が増加しています。

◆�安全、安心、豊かに暮らせるまちづくりに向けた公共事業の拡充（＋51億）や、国の重点支援地方交付
金を活用した経済対策の増（＋２億）
◆�給与改定に伴う人件費の増（+14億）や、障がい福祉サービス·児童扶養手当等の扶助費の増（＋13億）

❷　特別会計　1,335億6,591万8千円  （対前年度 ： ＋254億 9,799万 2千円、 ＋23.6%）

会　　計　　名 予　　算　　額 対　前　年　度 主　な　増　減　理　由

介　護　保　険
特　別　会　計

341億5,572万4千円 ＋7億5,827万5千円、＋2.3％ 居宅介護サービス給付費の増
等に伴う保険給付費の増

土地区画整理事業
特　別　会　計

23億2,758万4千円 ＋3億854万4千円、＋15.3％ 湯本駅周辺土地区画整理事
業の進捗に伴う増

競　輪　事　業
特　別　会　計

626億8,249万5千円 ＋247億9,535万1千円、＋65.4% ＫＥＩＲＩＮグランプリの開
催に伴う増

主
な
会
計

❸　企業会計　　　702億7,911万5千円（ 対前年度 ： ＋28億 283万 1千円、 ＋4.2%）

会　　計　　名 予　　算　　額 対　前　年　度 主　な　増　減　理　由

水道事業会計 205億2,572万4千円  ＋31億2,953万4千円、＋18.0％ 平浄水場テレメーター更新及び基
幹浄水場連絡管整備に伴う増

病院事業会計 308億4,143万円 △12億8,886万4千円、△4.0％ 病院内のネットワーク機器更
新完了に伴う減

下水道事業会計 177億2,688万6千円   ＋7億9,440万3千円、＋4.7% 大雨被害軽減集中対策プロ
ジェクトの本格化に伴う増

主
な
会
計

合 計  3,633億3,515万9千円（対前年度：＋369億5,306万6千円、＋11.3%）

１ 経済対策　　                 19億7,616万4千円（対前年度：＋2億5,433万7千円、＋14.8%）

２ 暮らしと経済を支える公共事業  208億    650万6千円（対前年度：＋51億2,810万5千円、＋32.7%）

３ まちづくりの経営指針   117億2,934万円（対前年度：＋13億1,834万3千円、＋12.7%）

次世代を育てる

64億 3,158万 7千円 22億 3,632万 8千円

命・暮らしを守る

16億 8,993万 5千円

まちの魅力を高める

11億 9,608万円

豊かさを創る

1億 7,541万円

構造改革･ＤＸを推進



定
例
会
の
概
要

当
初
予
算
の
概
要
・
主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書

代
表
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

5 4

３ まちづくりの経営指針   117億2,934万円（対前年度：＋13億1,834万3千円、＋12.7%）

◆ 学力向上強化推進事業  拡充  � 4,724万1千円　
◆ いじめ対応支援チーム運営事業  新規 

716万7千円

◆ 私立保育所・幼稚園等障がい児受入体制
　 整備支援事業  拡充      � 2億9,614万7千円

◆ 「ようこそ・おかえり」移住・定住・関係人口
　 拡大事業  拡充   　　　　 � 8,227万1千円

◆ 市街地再生整備事業� ３億2,064万3千円 

◆ 公共交通・地域交通支援事業  拡充 
� 1億2,087万7千円 
◆ 街路樹総量適正化事業  新規 � 3,898万4千円   
◆ 中山間の暮らしを支える地域づくり推進事業
� 7,184万5千円

◆ 大雨被害軽減集中対策プロジェクト推進事業
　  新規  � 4億9,238万2千円 

◆ 命と暮らしを支える医療・介護人材確保事業
　  新規 � ２億5,708万円 
◆ 中山間地域巡回診療等支援事業  新規   
�  　 487万1千円

◆ 防災教育ＤＸ事業  新規 � 374万9千円

◆ 観光力強化プロジェクト  拡充 
1億1,652万9千円

◆ いわき甲子園プロジェクト事業  新規 
� 6,283万6千円

◆ 観光誘客促進事業  新規 � 2,086万3千円

◆ 農林水産業の担い手確保・人材育成支援事業
　  新規 � 3,825万7千円

～次世代を育てる～～次世代を育てる～

～まちの魅力を高める～～まちの魅力を高める～

～命・暮らしを守る～～命・暮らしを守る～

～豊かさを創る～～豊かさを創る～

64億 3,158万 7千円

 16億 8,993万 5千円

22億 3,632万 8千円

11億 9,608万円

１ 経済対策　　　　　      19億7,616万4千円（対前年度：＋2億5,433万7千円、＋14.8%）

 物価高騰の影響を受けている市民の暮らしを支援するため、以下の取組を実施します。

２ 暮らしと経済を支える公共事業 208億650万6千円（対前年度：＋51億2,810万5千円、＋32.7%）

1 長寿命化事業等
◆保育所・小中学校の環境改善、市営住宅等の長寿命化
◆公共施設のLED化
◆道路・農道・林道の改修、道路構造物・農業用施設の長寿命化

116億 6,140万 9千円
（+ 35億 3,561万 5千円）

2 予防・保全・維持補修
◆道路・農道・林道・河川・農業用施設の防災・減災対策
◆上・下水道の管路耐震化
◆道路の防草対策

80億 5,143万 8千円
（+ 7億 8,121万 2千円）

3 大雨被害軽減集中対策事業
◆側溝・集水桝・水路等の堆積土砂撤去、側溝水路の整備
◆雨水ポンプ場の修繕
◆ため池の改修

5億 4,739万 4千円
（+ 皆増）

4 地域関連事業（その他） ◆市街地の再生整備
◆インクルーシブ広場等の整備

5億 4,626万 5千円
（+ 2億 6,388万 4千円）

※事業費及び前年度との比較には、それぞれ補正予算（前倒し分）を含んでいます。

令和８年度　当初予算 （ウェルビーイングなまちづくりの実現に向けての主な事業）

１ 市民生活応援給付金

［担当課：産業チャレンジ課］

２ 飲用井戸等利用世帯支援事業

［担当課：生活安全課］
水道未普及世帯を対象に支援する。

水道料金（基本料金）相当額

4１人 円給付5,000

14億 1,395万 8千円 2,761万5千円

市民１人あたり5,000円を給付。※子育て応援手当の対象児童分を除く

か月分支援

生活者支援 生活者支援

◆　各事業の詳細は、市公式ホームページ上で確認できます。 令和８年度　予算
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◆ 令和８年度いわき市一般会計予算

　家庭用飲用井戸整備補助金の補助対象者の自己
負担は。

本事業は、井戸を深く掘削することで、安定
した水量を確保できる点が特徴であり、近隣の
複数の世帯が共同で井戸を利用・維持すれば、
費用を分担することができることから、補助対
象者は、個人または複数の世帯としています。

◆ 令和８年度いわき市水道事業会計予算

　水道事業の今後の見通しは。

水道料金収入が年々減少する一方、物価高騰
等により運営費用が増加しており、安全・確実
に水を届けるため、施設の老朽化や災害対策を
計画的に進め、将来にわたって事業継続できる
よう料金改定に向けた検討を進めます。

市 民 
生 活

常 任 委 員 会

Q

Q

◆ �令和８年度いわき市一般会計予算

　（仮称）常磐地区交流拠点施設整備事業費につい
て、今後考えられる課題等は。
本事業は、公共施設の集約・再編に加え、民間

収益施設を合築した建物を民間事業者の活力を活
用して整備する初めての取組であり、ただ箱物を
造るのではなく、にぎわいを取り戻すための取組
を皆様と一体となって行うための機運をつくって
いくことが非常に重要だと考えています。

　体育施設ストック最適化事業費について、スポ
ーツ庁のガイドラインを踏まえた体育施設の集約
化の考え方は。
本市では多くの体育施設が築40年以上を経過し

ていることから、今後の施設更新や整備の方向性
を整理するため、専門的知見を有する事業者の支
援を受けながら検討を進めていきます。

政 策
総 務

常 任 委 員 会

Q

Q

A

A

A

A

◆ 令和７年度いわき市一般会計
　 補正予算（第８号）

　立地適正化計画推進事業費について、移住者等
の属性は。

子供を持つ30～40代の夫婦で、どちらか一方

の実家が本市にある場合が多く、主な移住理由

として、温暖な気候で過ごしやすい、首都圏等

へのアクセスが良いなどが挙げられています。

◆ 令和８年度いわき市一般会計予算

　市街地エリア価値向上事業費について、今後の
スケジュールは。

エリアビジョンの策定期間は３年間を想定し

ており、令和８年度は準備期間とし、令和９年

１月にビジョン策定に係る国の補助金の申請を

行い、令和９・10年度で策定する計画です。

産 業 
建 設

常 任 委 員 会

Q

Q

A

A

◆ いわき市敬老祝金支給条例の改正

　今後の高齢者施策の展開は。

介護人材の確保が喫緊の課題となっており、令

和８年度予算において、新たにいわき介護お仕事

デビュー応援金を計上しました。今後、後期高齢

者や介護認定を受けられる方も増えていくことか

ら、介護人材の確保等を進めていきたいと考えて

います。

◆ 令和８年度いわき市一般会計予算

　産前・産後ヘルパー事業について、育児・家事
援助のためのヘルパーの派遣を受けるための申請
方法は。

母子保健コンシェルジュ等による案内後、Ｌ

ｏＧｏフォームという電子申請システムにより、

申請する流れです。

教 育
福 祉

常 任 委 員 会

A

A

Q

Q

本会議７日目の３月３日に、計63議案の付託を受けた４常任委員会は、３月４日から６日ま
で委員会を開催し、議案審査を行いました。
その結果、いずれも原案のとおり可決すべきものとの結論に達しました。
審査の過程では、様々な質疑応答等がありましたので、その一部を掲載します。 Check!

委 員 会
審 査
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討論とは？
表決に先立ち、議案
等に対し、賛成か反
対かの自己の意見
を表明すること。

　本会議最終日の３月12日には、市長から提出された議案に対し、

反対及び賛成の立場から討論を行いましたので、その主なものを掲

載します。

　なお、本議案については、賛成多数により可決しました。

いわき市敬老祝金支給条例 の 改正 について

　88歳の方は年金生活者がほとんどで、年金支給額は目減りを続け、物価高の中、市民の暮らしは苦
しい真っただ中であり、祝金を下げることは、ささやかな楽しみを無にすることであるため、反対である。反対反対

　改正の趣旨を高齢者等にどう周知していくのかが問題であり、事前に御意見をきちんと聞き、それを
踏まえて行政課題解決を住民と考えていくことが大切な取組であることから、反対である。反対反対

　敬老祝金の趣旨は、敬老の意を表するとともに福祉の増進を図るもので、減額は長年社会に貢献して
きた高齢者への敬意を損ね、祝金を楽しみにしている市民感情からも納得できないため、反対である。反対反対

  高齢者熱中症対策のエアコン購入補助等、多様化する高齢者福祉ニーズに即応しながら、施策のさらな
る充実を図っていく財源を確保するため、祝金を見直すことは評価できることから、賛成である。賛成賛成

　人口は大きく減少、財政需要は拡大の方向という中、限られた財源を単なるお祝い金ではなく、より
必要性の高い施策に振り向けていくのは妥当な措置だと考え、賛成である。賛成賛成

討 論

　本会議最終日の３月12日には、今期定例会に提案された議案に対する採決を行いました。

　採決にあたり、賛否の分かれた９議案について、会派ごとの賛否の状況を掲載します。
※　下表中の（　）は、会派の所属議員数です（議長は採決に加わりません）。

議案に対する

賛否の状況

議　　案　　名 議決
結果

政風会 創世会 真政会 公明党 共産党 
市議団

フォーラム 
いわき 正論 誠心誠意 

の会
（13人） （７人） （５人） （４人） （３人） （３人） （１人） （１人）
賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

いわき市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ３ １ １

いわき市国民健康保険税条例の改正について 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ３ １ １

いわき市農業集落排水処理施設条例の改正について 原案可決 12 ３ ４ ５ ４ ３ ２ １ １ １

いわき市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の改正について 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ３ １ １

いわき市敬老祝金支給条例の改正について 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ２ １ １ １

令和８年度いわき市一般会計予算 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ２ １ １ １

令和８年度いわき市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ３ １ １

令和８年度いわき市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 12 ７ ５ ４ ３ ３ １ １

令和８年度いわき市農業集落排水事業会計予算 原案可決 12 ３ ４ ５ ４ ３ ２ １ １ １

意見書

　市議会では、市だけでは対応することが困難な問題の解決を求めるため、国等に対し、意
見書を提出しています。今期定例会では、次の３件を可決しました。

○　私学助成の充実強化等を求める意見書
○　熊被害防止対策への支援強化を求める意見書
○　国民の健康保持と国民皆保険堅持を求める意見書 詳細はこちらから➡
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各
会
派
の
代
表
者
６
名
が

　
　
　
　
　
新
年
度
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
！

代
表
質
問

ズバリ
聞きたい

　
２
月
24
日
及
び
25
日
に
は
、

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
代

表
質
問
は
、
所
属
議
員
３
人
以

上
の
会
派
が
、
当
初
予
算
を
審

議
す
る
議
会
に
限
り
、
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
各
会
派
を
代
表
し

て
６
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
質
問

議
員
自
ら
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
質
疑
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

政
風
会

西
山　
一
美

令
和
８
年
度
の

本
市
財
政
運
営
は

問 

当
初
予
算
の
特
色
は
。

答 

３
つ
の
取
組
の
推
進
に
予
算

を
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。
１
つ

目
は
「
経
済
対
策
」
で
約
20
億
円
、

２
つ
目
は
「
暮
ら
し
と
経
済
を
支

え
る
公
共
事
業
」
で
約
２
０
８
億

円
、
３
つ
目
は
「
ま
ち
づ
く
り
の

経
営
指
針
」
に
基
づ
く
取
組
で
約

１
１
７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、「
次

世
代
を
育
て
る
」
に
約
64
億
円
を

計
上
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
由

利
本
荘
市
へ
の
教
員
派
遣
研
修
の

実
施
や
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
受
験
の
支
援
、

ま
た
、
産
前
・
産
後
の
育
児
や
家

事
援
助
を
行
う
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の

対
象
者
や
回
数
を
拡
充
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

学
校
が
連
携
し
、
自
然
や
文
化
に

触
れ
る
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
「
命
・
暮
ら
し
を
守
る
」

に
約
22
億
円
を
計
上
し
、
大
雨
被

害
軽
減
の
た
め
、
排
水
路
等
の
機

能
改
善
や
整
備
を
集
中
的
に
実
施

し
、
ま
た
、
看
護
師
等
の
確
保
・

育
成
の
た
め
、
本
市
へ
の
就
業
・

移
住
の
促
進
や
、
高
齢
化
進
展
で

不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人
材
の

確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に「
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
」

に
約
17
億
円
を
計
上
し
、
公
共
交

通
不
便
地
域
で
地
域
実
情
調
査
や

創
世
会

福
嶋
あ
ず
さ

令
和
８
年
度
の

当
初
予
算
の
特
色
は

問 

市
長
が
特
に
留
意
し
た
点
は
。

答 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
べ
く
、
市
制
施

行
60
周
年
の
節
目
に
、
１
０
０
年

目
を
見
据
え
た
予
算
と
し
て
編
成

し
ま
し
た
。
行
政
資
源
を
課
題
の

解
決
と
未
来
へ
の
投
資
に
再
配
分

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
意
を
用
い
て
い
ま
す
。

創
世
会
の
予
算
要
望
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
へ
の
反
映
を

問 

ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

答 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

構
築
に
つ
い
て
は
、
内
水
氾
濫
の

防
止
に
向
け
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
修

繕
等
、
人
口
減
少
の
課
題
解
決
と

市
民
生
活
支
援
の
充
実
を
図
る
予

算
を
編
成
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
の

堅
持
は

問 
今
後
の
堅
持
の
取
組
は
。

答 
同
じ
目
的
を
持
つ
自
治
体
と

連
携
し
、
核
兵
器
根
絶
等
を
願
う

市
民
の
思
い
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

問 

部
活
動
の
地
域
展
開
の
今
後

の
取
組
は
。

答 

指
導
者
の
確
保
が
何
よ
り
も

重
要
と
考
え
、
人
材
バ
ン
ク
の
設

置
や
地
域
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
周
知

等
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
実
装
を
行
う
等
、
域
内
の
移

動
手
段
構
築
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
、
ま
た
、
県
内
初
の
取
組
と

し
て
、
中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営

へ
の
挑
戦
を
支
援
し
、
地
域
全
体

で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

次
に
「
豊
か
さ
を
創
る
」
に
約

12
億
円
を
計
上
し
、
戦
略
的
な
企

業
誘
致
の
推
進
や
魅
力
あ
る
働
く

場
の
創
出
の
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
系

企
業
の
立
地
を
支
援
し
、
ま
た
、

農
林
水
産
分
野
の
担
い
手
確
保
の

た
め
、
農
業
参
入
企
業
の
誘
致
等

を
実
施
し
ま
す
。

　

最
後
に
「
構
造
改
革
・
Ｄ
Ｘ
を

推
進
」
に
約
２
億
円
を
計
上
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
や
業
務
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
等
、
導
入
支
援
や
サ
ポ
ー

ト
窓
口
の
役
割
を
担
う
専
門
人
材

を
配
置
し
、
ま
た
、
自
主
財
源
及

び
市
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保
に

向
け
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、

債
権
管
理
の
適
正
化
や
未
収
債
権

の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲市制施行60周年記念ロゴ

問 

発
達
障
が
い
支
援
の
充
実
は
。

答 

子
供
の
発
達
特
性
に
応
じ
医

療
機
関
の
受
診
や
児
童
発
達
支
援

事
業
所
の
利
用
を
勧
め
る
な
ど
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
は

問 

基
本
計
画
の
策
定
は
。

答 

市
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
の
改 ▲部活動の地域展開の様子
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定
と
併
せ
て
、
一
体
的
な
策
定
に

向
け
て
検
討
し
ま
す
。

問 
今
後
の
支
援
の
充
実
は
。

答 
支
援
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

平
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

照
明
設
備
の
整
備
は

問 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
側
の
コ
ー
ト

６
面
を
対
象
に
令
和
８
・
９
年
度

の
２
か
年
で
新
設
す
る
予
定
で
す
。

真
政
会

鈴
木　
　
演

令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
の

編
成
に
向
け
て

問 

事
業
の
選
択
と
集
中
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答 

新
規
・
拡
充
事
業
の
財
源
確

保
の
た
め
、
部
等
ご
と
の
一
般
財

源
枠
配
分
方
式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。令
和
７
年
度
予
算
か
ら
は「
ま

ち
づ
く
り
の
経
営
指
針
」
に
基
づ

く
政
策
的
な
経
費
に
も
導
入
し
、

各
部
の
裁
量
権
の
拡
大
を
図
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
事
業
内
容
を
点

検
・
取
捨
選
択
し
、
毎
年
度
見
直

す
こ
と
で
、
枠
配
分
の
拡
充
を
図

り
、
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に

向
け
た
取
組
は

問 

広
域
都
市
を
持
続
さ
せ
て
い

く
た
め
政
策
の
選
択
と
集
中
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
、
地
域
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
財
政

運
営
や
職
員
体
制
に
も
厳
し
さ
を

増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

市
内
の
各
拠
点
に
都
市
機
能
を
集

約
し
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
の
形
成
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
施
策

の
選
択
と
集
中
を
進
め
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
も
駆
使
し
、
各
地
域
の
行

政
資
源
を
補
い
合
い
な
が
ら
、
医

療
・
福
祉
・
防
災
・
教
育
等
の
基

礎
的
機
能
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
民

と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
持
続
可

能
な
市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

問 

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
動
は
。

答 

人
口
減
少
社
会
の
中
、
新
ス

タ
ジ
ア
ム
構
想
を
地
方
創
生
の
成

功
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
捉
え
、
新
ス
タ
ジ

ア
ム
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問 

財
政
負
担
等
へ
の
考
え
方
は
。

答 

３
月
末
ま
で
の
小
名
浜
港
周

辺
エ
リ
ア
価
値
向
上
へ
向
け
た
可

能
性
調
査
の
結
果
か
ら
、
交
通
渋

滞
や
津
波
対
策
等
の
市
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
令
和
８
年
度
の
早
い

う
ち
に
整
理
し
、
財
政
規
模
等
が

判
明
し
て
か
ら
協
議
を
進
め
ま
す
。

公
明
党

塩
田
美
枝
子

緊
急
経
済
対
策
と

令
和
８
年
度
公
明
党
予
算
要
望
へ
の
対
応
は

問 

公
明
党
の
物
価
高
対
策
緊
急

要
望
の
反
映
は
。

答 

当
初
予
算
に
お
い
て
、
市
民

一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
を
給
付

す
る
市
民
生
活
応
援
給
付
金
に
係

る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

問 

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
し
た
本
市
独
自
の
取
組
は
。

答 

市
民
生
活
応
援
給
付
金
の
ほ

か
、
新
た
に
、
飲
用
井
戸
等
を
利

用
す
る
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の

経
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

問 

公
明
党
の
令
和
８
年
度
予
算

要
望
の
反
映
は
。

答 

主
な
反
映
内
容
と
し
て
、
民

間
の
専
門
家
を
活
用
し
た
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
補
聴
器

の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
地

域
集
会
所
を
利
用
す
る
方
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
整
備
の

補
助
対
象
に
エ
ア
コ
ン
整
備
を
追

加
す
る
な
ど
で
す
。

い
わ
き
31
万
人
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

問 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は
。

答 

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
い
わ
き
が

向
か
う
べ
き
将
来
の
姿
と
し
て
、

市
制
施
行
60
年
の
節
目
に
、
１
０

０
年
目
ま
で
を
見
据
え
て
、
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の
皆
様
と
共
に

作
っ
て
い
く
取
組
で
す
。

問 

取
組
状
況
は
。

答 

現
在
は
リ
サ
ー
チ
期
間
と
位

置
づ
け
、
ビ
ジ
ョ
ン
考
察
の
土
台

を
つ
く
る
勉
強
会
の
開
催
と
、
31

万
人
の
市
民
の
声
を
聞
き
取
る
作

業
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

問 

市
制
１
０
０
年
へ
の
政
策
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答 

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
過
程
に
お

い
て
集
め
た
市
民
の
様
々
な
声
を

反
映
さ
せ
、（
仮
称
）
中
期
戦
略

を
令
和
８
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

▲平テニスコート

▲いわきFC応援看板設置の様子

▲プロジェクトメンバー
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
広
場
の

整
備
は

問 

現
在
の
取
組
状
況
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
施
設
整
備

の
方
向
性
を
整
理
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
令
和
８
年
度

に
基
本
設
計
、
令
和
９
年
度
以
降

に
実
施
設
計
等
に
着
手
予
定
で
す
。

【
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
広
場
】

　
老
若
男
女
、障
が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
あ
ら
ゆ
る
方
々
が

集
ま
れ
る
広
場
。

共
産
党
市
議
団

菅
野　
宗
長

共
産
党
市
議
団
か
ら
の

令
和
８
年
度
予
算
要
望
の
反
映
は

問 

令
和
７
年
11
月
に
行
っ
た
共

産
党
市
議
団
の
予
算
要
望
の
反
映

は
。答 

共
産
党
市
議
団
の
要
望
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
避
難
所
と
し
て

の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
小
中

学
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
高
齢
者
が
健
康

で
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
を

助
成
し
ま
す
。
常
磐
炭
田
の
炭
鉱

遺
産
を
案
内
す
る
人
材
の
確
保
・

育
成
や
炭
鉱
遺
産
の
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。
常
磐
も
の
の
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
及
び
認
知
度
向
上
、
販

路
開
拓
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

新
川
と
宮
川
の
河
川
工
事
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
は

問 

河
川
改
修
に
伴
い
影
響
を
受

け
る
件
数
は
。

答 

新
川
・
宮
川
の
河
川
改
修
に

お
い
て
、
拡
幅
の
影
響
を
受
け
る

建
物
は
、
概
数
で
新
川
約
50
件
、

宮
川
約
１
０
０
件
で
す
。

問 

移
転
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
維
持
は
。

答 

県
と
連
携
し
、
地
区
内
や
近

隣
地
区
の
移
転
候
補
地
な
ど
に
関

す
る
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
の
皆

様
の
御
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

消
費
税
減
税
と

市
民
生
活
へ
の
影
響
は

問 

早
急
に
消
費
税
率
の
引
下
げ

を
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国

に
要
望
す
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
つ

つ
、
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
な
が
ら
、 

適
時
適
切
な
要
望
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の

決
議
の
内
容
は

問 

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
で
創
設
を
提
案
し
て
い
る
北
東

ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答 

日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
を
含

む
北
東
ア
ジ
ア
地
域
を
非
核
兵
器

地
帯
と
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ
と
で

す
。フ

ォ
ー
ラ
ム
い
わ
き

伊
藤　
浩
之

市
長
公
約
、

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
誘
致
に
向
け
た
取
組
は

問 

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
本
社
に
市
長

自
身
が
出
向
い
た
結
果
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
立

地
場
所
の
選
択
肢
を
伝
え
る
等
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
、
今

後
も
継
続
し
て
意
見
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

地
元
の
既
存
の
同
じ
業
態
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
必

要
と
思
う
が
、
今
後
の
取
組
は
。

答 

同
様
の
意
見
で
あ
り
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
へ
の
説
明
と

理
解
醸
成
に
つ
い
て

問 

請
願
提
出
の
経
過
を
踏
ま
え
、

御
幸
山
公
園
整
備
計
画
に
関
す
る

取
組
の
進
捗
状
況
は
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
測
量
や
地

質
調
査
を
実
施
し
、
住
民
の
ア
イ

デ
ア
を
募
る
こ
と
を
目
的
に
住
民

参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▲「常磐もの」ロゴ

▲ワークショップの様子

問 
住
民
の
声
は
。

答 

景
観
や
安
心
し
て
遊
べ
る
遊

び
場
の
整
備
、
安
全
性
へ
の
配
慮

等
の
意
見
が
あ
り
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
・
共
有
し
、
計

画
検
討
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

問 

農
業
集
落
排
水
事
業
の
経
営

状
況
は
。

答 

令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度
ま

で
接
続
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
減
少
、
ま
た
物
価
や
人
件

費
高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
や
老
朽

化
対
策
費
用
の
増
大
で
、
多
額
の

純
損
失
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
均
47
・
89
％
使
用
料
を
引
き
上

げ
、
収
支
改
善
を
図
り
ま
す
。

問 

住
民
へ
の
周
知
は
。

答 

審
議
会
答
申
概
要
の
チ
ラ
シ

で
使
用
者
に
事
前
周
知
し
、
今
後
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

発
信
に
努
め
、
さ
ら
に
は
、
使
用

者
に
経
営
状
況
や
改
定
内
容
等
の

チ
ラ
シ
を
配
付
し
ま
す
。

消
費
税
減
税
の

本
市
財
政
の
影
響
に
つ
い
て

問 

消
費
税
減
税
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
交

付
額
へ
の
影
響
は
。

答 

約
31
億
円
の
減
収
と
見
込
ま

れ
、
普
通
交
付
税
措
置
が
あ
っ
て

も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
り
、

国
の
責
任
で
財
源
確
保
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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に
登
録
し
た
事
業
者
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、

実
績
を
基
に
事
業
規
模
を
拡
充
し

た
１
２
０
件
分
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
施
時
期
は
、
熱
中
症
シ

ー
ズ
ン
到
来
前
の
５
月
か
ら
６
月

に
申
請
受
付
を
実
施
し
、
随
時
、

支
給
決
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問 

介
護
人
材
の
確
保
は
。

答 

安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
確
保
を
目
的
に
、
市

内
の
介
護
事
業
所
へ
の
介
護
職
員

の
就
業
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該

事
業
所
に
、
新
卒
者
、
転
職
者
な

ど
、
新
た
に
就
職
し
た
方
に
支
援

金
を
支
給
す
る
、
い
わ
き
介
護
お

仕
事
デ
ビ
ュ
ー
応
援
金
を
創
設
し

ま
す
。

　

支
援
金
の
額
は
、
介
護
福
祉
士

等
の
有
資
格
者
は
一
人
当
た
り
20

万
円
、
無
資
格
者
は
一
人
当
た
り

10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

問 

病
院
看
護
師
等
の
確
保
は
。

答 

病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
等

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
看

護
師
等
養
成
所
の
卒
業
生
の
み
で

は
、
必
要
な
人
数
の
確
保
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
卒
か
既
卒
か
は
問
わ
ず
、
市
外

か
ら
本
市
に
転
入
し
、
看
護
師
ま

た
は
准
看
護
師
と
し
て
、
市
内
の

病
院
に
３
年
以
上
勤
務
す
る
意
思

が
あ
る
方
に
対
し
支
援
金
を
支
給

す
る
〝
フ
ラ
シ
テ
ィ
・
ナ
ー
ス
〟

移
住
支
援
金
を
創
設
し
、
支
援
金

の
額
は
、
一
人
当
た
り
30
万
円
と

す
る
考
え
で
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
看
護
師
等
養
成
所
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か

〇
農
林
水
産
業
に
お
け
る
新
た
な

計
画
・
プ
ラ
ン
と
は

〇
オ
フ
ィ
ス
立
地
促
進
事
業
と
は

政
風
会

田
頭　
弘
毅

大
雨
被
害
軽
減
集
中
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
は

問 

対
策
の
具
体
的
な
内
容
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は
。

答 

本
市
で
は
、
内
水
対
策
の
基

本
と
な
る
雨
水
管
理
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
水
路
や
ポ
ン
プ
場
の
改

築
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
は

多
大
な
費
用
と
長
い
期
間
を
要
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
早
期
の

対
策
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

大
雨
被
害
の
軽
減
を
目
的
に
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
即
時
的
な
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

排
水
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図
る

た
め
、
水
路
等
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
、
雨
水
ポ
ン
プ
の
確
実
な
運
転

管
理
に
向
け
た
修
繕
等
、
維
持
管

理
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
排
水

機
能
改
善
の
た
め
の
側
溝
整
備
や

雨
水
の
流
出
抑
制
に
向
け
た
農
業

用
た
め
池
の
改
修
な
ど
、
局
所
的

な
整
備
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
体
育
施
設
の

在
り
方
は

問 

体
育
施
設
の
維
持
補
修
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答 

体
育
施
設
の
維
持
補
修
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
安
全
面
の
確

保
を
最
優
先
し
、
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
き
、
緊
急
性
・
計
画
性
な

ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
優
先
順

位
を
見
極
め
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
長
寿
命
化
に
該
当
す
る
施
設

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
施
設
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
観
点
も
含

め
、
今
後
、
体
育
施
設
の
在
り
方

　
一
般
質
問
は
、
２
月
26
日
か

ら
３
月
３
日
ま
で
の
う
ち
４
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
13
名

の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
掲

載
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
質
問
議

員
自
ら
が
作
成
し
て
お
り
、
行

数
は
発
言
時
間
に
比
例
し
ま
す
。

13
名
の
議
員
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開

一
般
質
問

そこが
知りたい

政
風
会

木
田
都
城
子

高
齢
者
福
祉
施
策
の推進

を

問 

敬
老
祝
金
の
見
直
し
内
容
は
。

答 

88
歳
の
方
に
対
す
る
支
給
額

を
令
和
８
年
度
よ
り
５
万
円
か
ら

３
万
円
へ
見
直
し
、
高
齢
者
の
福

祉
の
増
進
を
推
し
進
め
る
事
業
に

活
用
し
ま
す
。
な
お
、
１
０
０
歳

の
方
に
対
す
る
敬
老
祝
金
に
つ
い

て
は
、
従
前
ど
お
り
、
20
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

問 

高
齢
化
に
伴
う
難
聴
に
起
因

す
る
補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
補

助
と
は
。

答 

令
和
８
年
度
か
ら
高
齢
者
補

聴
器
購
入
費
助
成
事
業
を
実
施
予

定
で
あ
り
、
高
齢
者
が
補
聴
器
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
の

機
会
が
増
え
、
鬱
病
や
認
知
症
の

予
防
を
目
的
に
、
補
聴
器
の
購
入

に
係
る
費
用
の
う
ち
３
万
円
を
上

限
に
助
成
し
ま
す
。

　

補
助
要
件
は
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
、
聴
覚
障
害
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
外
の
方
、
中
等
度
難
聴
の
方
、

医
師
か
ら
補
聴
器
が
必
要
と
認
め

ら
れ
て
い
る
方
を
想
定
し
、
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方
を
対
象
と
す

る
考
え
で
す
。

問 

高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン

購
入
補
助
は
。

答 

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
を
目

的
に
、
自
宅
に
エ
ア
コ
ン
が
な
い

市
民
税
非
課
税
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
エ

ア
コ
ン
の
購
入
・
設
置
に
係
る
費

用
の
う
ち
５
万
円
を
上
限
に
、
市

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
質
疑
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

●支援内容（就業支援金）

対　象 介護保険施設等

支援額 有資格者20万円/人、
無資格者10万円/人

●支援内容（奨学金返還支援金）

対　象 有資格者の対象者で、
奨学金の返済がある者

支援額 上限20万円/年
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の
検
討
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課

題
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
新
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
構
想
の
現
状
は

問 

駐
車
場
の
確
保
は
。

答 

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
に
よ

り
想
定
さ
れ
る
課
題
や
市
と
し
て

担
う
べ
き
役
割
等
を
整
理
し
、
課

題
解
決
に
向
け
、
小
名
浜
港
周
辺

エ
リ
ア
に
お
け
る
防
災
・
交
通
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
３
回
に
わ

た
り
会
議
を
行
い
、
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
整
備
に
よ
り
減
少

す
る
駐
車
台
数
に
加
え
、
近
隣
施

設
の
利
用
者
の
利
便
性
確
保
の
た

め
、
必
要
な
駐
車
台
数
を
ア
ク
ア

マ
リ
ン
パ
ー
ク
近
隣
に
整
備
す
る

こ
と
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
整
備

に
あ
た
り
、
津
波
避
難
機
能
を
兼

ね
備
え
、
周
辺
の
景
観
に
も
配
慮

し
た
多
層
式
の
駐
車
場
整
備
の
可

能
性
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

交
通
渋
滞
対
策
は
。

答 

昨
年
10
月
に
ス
タ
ジ
ア
ム
整

備
候
補
地
周
辺
の
複
数
の
地
点
で

交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
現
状
の

把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
の

現
状
な
ど
も
踏
ま
え
、
試
合
開
催

日
に
想
定
さ
れ
る
交
通
渋
滞
や
必

要
駐
車
台
数
等
の
予
測
も
行
い
、

現
在
、
協
議
会
に
お
い
て
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
対

策
と
し
て
は
、
臨
時
的
に
確
保
し

た
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

や
公
共
交
通
機
関
の
活
用
に
加
え
、

交
通
誘
導
の
在
り
方
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
歩
行

者
の
安
全
性
の
確
保
や
交
通
の
円

滑
化
の
た
め
の
効
果
的
な
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

佐
藤　
和
良

５
歳
児
検
診
の
実
施
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
よ
う

問 

対
象
児
童
数
や
受
診
対
象
は
。

答 

抽
出
型
の
二
段
階
方
式
に
よ

り
集
団
健
診
で
実
施
し
、
実
施
年

度
に
満
５
歳
に
な
る
幼
児
が
対
象

で
、
令
和
８
年
度
は
、
令
和
８
年

１
月
現
在
で
１
８
６
１
人
で
す
。

こ
の
う
ち
受
診
対
象
は
、
発
達
等

に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
児

童
ま
た
は
受
診
希
望
者
で
す
。

問 

令
和
８
年
度
の
実
施
方
法
は
。

答 

健
診
前
に
対
象
児
童
の
保
護

者
に
対
し
問
診
票
を
送
付
し
、
回

答
を
基
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
受

診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。
健
診
時
に

医
師
の
診
察
や
、
保
健
師
や
教
育

関
係
者
等
に
よ
る
個
別
相
談
を
実

施
し
、
健
診
後
は
地
区
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
が
中
心
と
な

り
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
し
ま
す
。

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

市
制
60
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
て

問 

歴
史
的
な
検
証
と
課
題
は
。

答 

若
者
か
ら
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
い
た
だ
く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、

過
去
の
歴
史
や
経
緯
を
知
っ
て
い

る
方
々
の
御
意
見
も
し
っ
か
り
受

け
と
め
な
が
ら
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
新
ス
タ
ジ
ア
ム
と

本
市
の
財
政
負
担
は

問 

ス
タ
ジ
ア
ム
ビ
ル
へ
の
本
市

公
共
施
設
の
入
居
と
い
う
形
で
費

用
の
一
部
を
負
担
す
る
考
え
か
。

答 

仮
に
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
棟
に
市
の
施
設
が
入

居
す
る
場
合
に
は
、
通
常
の
民
間

施
設
に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
間
借
り

す
る
場
合
と
同
様
に
、
賃
借
料
な

ど
応
分
の
支
出
が
発
生
す
る
こ
と

は
想
定
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

整
備
の
問
題
点
は

問 

緊
急
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
。

答 

緊
急
時
は
、
こ
れ
ま
で
も
予

備
車
両
の
配
置
や
他
の
調
理
場
か

ら
の
応
援
等
に
よ
り
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
事
業
者
と
協
議

し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
た

有
効
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

の
増
減
な
ど
、
不
確
定
な
要
素
も

あ
り
ま
す
が
、
指
名
競
争
入
札
の

価
格
帯
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、

工
事
施
工
地
区
に
密
着
し
た
中
小

規
模
の
事
業
者
に
発
注
す
る
機
会

が
増
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

令
和
９
年
度
以
降
の
公
共
事

業
の
在
り
方
は
。

答 

公
共
事
業
の
拡
充
効
果
を
最

大
化
す
る
に
は
、
継
続
的
な
投
資

と
中
長
期
的
な
取
組
が
必
要
な
た

め
、
令
和
９
年
度
以
降
も
、
令
和

８
年
度
と
同
程
度
の
予
算
規
模
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
児
保
育
を

推
進
す
る
取
組
は

問 

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て

障
害
児
保
育
事
業
費
補
助
金
の
補

助
基
準
額
を
増
額
し
た
の
か
。

答 

事
業
者
か
ら
は
、
現
行
の
補

助
水
準
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
障
が
い

児
が
円
滑
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
体

制
の
構
築
に
は
、
補
助
金
の
拡
充

に
よ
り
、
民
間
保
育
所
等
が
加
配

保
育
士
を
円
滑
に
雇
用
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
判
断

し
、
大
幅
な
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

い
わ
き
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の

医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
は

問 

呼
吸
器
内
科
及
び
皮
膚
科
に

政
風
会

草
野　
大
輔

公
共
事
業
に
お
け
る
入
札
・
契
約
制
度
の

見
直
し
や
公
共
事
業
の
推
進
は

問 

ラ
ン
ダ
ム
係
数
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答 

ラ
ン
ダ
ム
係
数
は
情
報
漏
え

い
等
不
正
防
止
の
観
点
か
ら
導
入

し
た
も
の
で
、
引
き
続
き
運
用
し

て
い
く
考
え
で
す
。
し
か
し
、
事

業
者
か
ら
は
御
批
判
の
声
も
届
い

て
い
る
た
め
、
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問 

令
和
８
年
４
月
か
ら
一
般
競

争
入
札
の
対
象
と
な
る
設
計
金
額

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

元
事
業
者
が
受
注
す
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。

答 
年
度
に
よ
り
入
札
対
象
件
数

整備
方法 ４施設を１施設に統合

統合
施設

学校給食共同調理場
（平南部、平北部、四倉、三和）

整備
内容

場　　所：好間工業団地内
（18,266㎡）

配送校数：小・中学校　40校
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新
た
な
常
勤
医
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
効
果
は
。

答 
呼
吸
器
内
科
で
は
、
入
院
患

者
の
受
入
れ
開
始
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
皮
膚
科
で
は
、
外
来
診
療
の

患
者
が
増
加
す
る
ほ
か
、
入
院
中

の
患
者
に
も
専
門
医
の
診
療
が
可

能
に
な
る
な
ど
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問 

患
者
に
と
っ
て
、
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
に
期
待
で
き
る
効
果
は
。

答 

遺
伝
子
変
異
に
対
応
す
る
治

療
法
等
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
新

た
な
治
療
法
を
選
択
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
セ

ン
タ
ー
で
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
市
外
病
院
へ

行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
患
者
や

御
家
族
の
身
体
的
負
担
等
が
軽
減

さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答 

い
わ
き
市
中
山
間
地
域
巡
回

診
療
等
支
援
事
業
を
令
和
８
年
度

か
ら
新
た
に
実
施
し
、
三
和
、
川

前
地
区
で
模
擬
診
療
の
回
数
を
増

や
し
て
住
民
の
健
康
状
態
等
の
実

態
を
細
か
く
分
析
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
効
果
的
な
手
法
等
に
つ

い
て
も
検
証
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
保
険
診
療
と
し
て
の
巡

回
診
療
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

真
政
会

小
菅　
　
悟

本
市
の
若
者
施
策
は

問 

直
近
の
高
校
卒
業
後
の
市
外

流
出
状
況
は
。

答 

令
和
３
年
３
月
卒
業
か
ら
令

和
７
年
３
月
卒
業
の
５
年
間
の
状

況
に
つ
い
て
、
各
年
約
２
７
０
０

人
の
高
校
卒
業
者
の
概
ね
６
割
が
、

進
学
や
就
職
で
市
外
に
転
出
し
て

い
る
状
況
で
す
。

問 

大
学
・
高
専
な
ど
高
等
教
育

機
関
卒
業
後
の
市
外
へ
の
進
学
・

就
職
の
状
況
は
。

答 

令
和
３
年
３
月
卒
業
か
ら
令

和
７
年
３
月
卒
業
の
５
年
間
の
状

況
に
つ
い
て
、
各
年
約
６
５
０
人

の
高
等
教
育
機
関
卒
業
者
の
６
割

を
超
え
る
方
が
、
進
学
や
就
職
で

市
外
に
転
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問 

若
者
参
画
を
制
度
と
し
て
定

着
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答 

子
供
や
若
者
が
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
自
身
の
意
見
を
伝

え
、
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
は
、

権
利
の
保
障
に
つ
な
が
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
政
策
の
質
の
向
上
や

主
権
者
教
育
の
実
践
な
ど
の
観
点

か
ら
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
意
見
を
聞
く
仕
組
等

を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
年
齢
等

の
違
い
を
超
え
て
声
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
、
意
思
決
定
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
様
々
な
背
景
を
持
つ
子

供
・
若
者
が
参
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
配
慮
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
の
充
実
・
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
そ
の
意
見
を
政
策
に

反
映
さ
せ
る
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

創
世
会

坂
本　
　
稔

低
体
温
症
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
る
べ
き

問 

全
国
の
熱
中
症
及
び
低
体
温

症
の
死
亡
者
数
は
、
令
和
３
年
は

熱
中
症
７
５
５
人
・
低
体
温
症
１

２
４
５
人
、
令
和
４
年
は
熱
中
症

１
４
７
７
人
・
低
体
温
症
１
４
５

０
人
、
令
和
５
年
は
熱
中
症
１
６

５
１
人
・
低
体
温
症
１
３
５
４
人

と
多
数
の
死
亡
者
が
毎
年
出
て
い

る
。
本
市
の
低
体
温
症
に
よ
る
死

亡
者
数
は
。

答 

市
町
村
ご
と
の
数
値
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
た
め
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
過
去
の
福
島
県
の
数

値
に
つ
い
て
、
年
間
の
死
亡
者
数

は
令
和
３
年
26
人
、
令
和
４
年
42

人
、
令
和
５
年
42
人
で
す
。

問 

低
体
温
症
の
原
因
は
、
急
激

な
体
重
減
少
、
加
齢
に
よ
る
衰
え

等
だ
が
、
家
が
寒
い
こ
と
に
よ
る

長
時
間
の
低
温
環
境
を
改
善
す
る

た
め
、
低
所
得
者
へ
の
断
熱
性
向

上
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の

補
助
金
制
度
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答 

断
熱
性
能
向
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
等
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
事

業
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
個
人

住
宅
優
良
ス
ト
ッ
ク
形
成
支
援
事

業
は
、
低
所
得
者
含
め
、
多
く
の

方
々
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

市
の
渇
水
対
策
は

問 

水
道
給
水
区
域
外
の
渇
水
状

況
は
。

答 

生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て

い
る
井
戸
水
や
沢
水
の
渇
水
が
見

ら
れ
る
地
区
は
、
遠
野
・
小
川
・

三
和
・
田
人
・
川
前
地
区
で
あ
り
、

そ
の
一
部
で
、
安
定
し
た
水
量
の

確
保
が
困
難
な
状
況
で
す
。

問 

相
談
に
対
す
る
対
応
は
。

答 

相
談
の
あ
っ
た
地
区
の
支
所

で
、
災
害
備
蓄
用
の
飲
料
水
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

問 

水
道
給
水
区
域
外
の
渇
水
状

況
が
長
期
化
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答 

緊
急
臨
時
的
に
給
水
車
を
活

用
し
、
応
急
給
水
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
小
規
模
給
水
施
設
整
備
事

業
補
助
金
に
加
え
、
今
後
、
個
人

等
の
深
井
戸
工
事
に
要
す
る
費
用

の
支
援
も
実
施
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

塩　
　
恭
子

本
市
に
お
け
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
取
組
は

問 

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
病
院

等
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
対

策
し
継
続
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

答 

電
話
や
訪
問
に
よ
る
支
援
や
、

医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
継
続
的
な
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
等
の

課
題
へ
の
対
応

問 

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
考
え
か
。

答 

通
園
の
利
便
性
に
関
す
る
課

問 

中
山
間
地
域
に
お
け
る
巡
回

診
療
の
実
施
に
向
け
、
今
後
ど
の

【
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
】

　
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
情
報
を

網
羅
的
に
解
析
し
、そ
の
遺
伝
子

変
異
の
特
性
に
合
わ
せ
た
治
療

法
を
提
案
す
る
医
療
。医
療
セ
ン

タ
ー
は
、浜
通
り
唯
一
の「
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」と
し
て
、

令
和
７
年
10
月
１
日
付
で
厚
生

労
働
省
か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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題
に
は
、
運
営
体
制
等
を
改
め
て

事
業
者
へ
周
知
し
、
子
供
の
状
況

把
握
に
関
す
る
課
題
に
は
、
丁
寧

な
面
談
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
児
保
育
等
の取組

は

問 

障
害
児
保
育
事
業
費
補
助
金

増
額
の
経
過
は
。

答 

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
障
が
い

児
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
本
補
助
金
の

拡
充
に
よ
り
、
民
間
保
育
所
等
が

加
配
保
育
士
を
雇
用
で
き
る
よ
う

財
政
面
で
支
援
す
る
こ
と
が
重
要

と
判
断
し
、
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

問 

障
が
い
児
は
今
後
増
え
る
と

想
定
さ
れ
る
が
支
援
策
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

市
主
催
の
研
修
へ
民
間
保
育

所
等
の
職
員
の
参
加
を
促
進
し
、

療
育
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

令
和
８
年
度
は
巡
回
訪
問
を
実
施

し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
伴
走
型

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
い
わ
き

吉
田　
雅
人

本
市
の
学
び
の

環
境
づ
く
り
は

問 

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
の
方
向
性
は
。

答 

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
特
別
教
室
に
つ
い
て
も
、
整

備
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
学
校
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋

式
化
へ
の
対
応
も
急
務
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
事
業
の
進
抄
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
整
備
時
期
に

つ
い
て
検
討
す
る
考
え
で
す
。

問 

今
後
の
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
の
方
向
性
は
。

答 
据
付
式
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
13

校
分
の
設
計
費
用
を
計
上
し
、
移

動
式
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
市
議
会
１
月
臨
時
会
に
お

い
て
、
７
校
分
の
設
置
に
係
る
補

正
予
算
を
議
決
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
、
残
り
の
学
校

体
育
館
に
つ
い
て
、
年
次
計
画
を

策
定
の
上
、 

設
置
を
進
め
る
考
え

で
す
。

投
票
率
向
上
に

向
け
た
取
組
は

問 

投
票
立
会
人
に
高
校
生
を
起

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答 

昨
年
の
市
長
選
挙
の
際
に
、

大
学
生
を
期
日
前
投
票
所
の
投
票

立
会
人
に
起
用
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
他
自
治
体
の
高
校
生
を

起
用
し
た
事
例
を
調
査
研
究
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
の
起
用
に

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
た
展
望
は

問 

本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
は
。

答 

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
教
員
の
業
務

効
率
化
や
教
育
に
お
け
る
個
別
最

適
な
学
び
を
支
え
る
有
用
な
ツ
ー

ル
と
認
識
し
、
令
和
７
年
度
は
、

市
内
小
中
学
校
15
校
を
指
定
し
、

生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用
の
実
証
や
授
業

公
開
、
実
践
事
例
の
周
知
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
以

降
は
、
市
内
全
て
の
公
立
小
中
学

校
へ
の
普
及
促
進
に
向
け
、
取
り

組
む
考
え
で
す
。

問 

持
続
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
モ

デ
ル
は
。

答 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
も

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
へ
移
行
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
学
校
教
育

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
学
校
間
で

利
活
用
の
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
新
技
術
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
校

間
の
差
を
縮
め
、
全
体
の
底
上
げ

を
図
る
考
え
で
す
。
ま
た
、
デ
ー

タ
通
信
機
能
等
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
特
徴
を
生
か
し
、
探
究
的
な

学
び
や
実
践
的
な
英
語
教
育
な
ど
、

子
供
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出

す
機
会
を
作
る
考
え
で
す
。

問 
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
夢

を
実
現
す
る
た
め
の
動
機
付
け
と

な
る
よ
う
な
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

本
市
独
自
の
教
育
モ
デ
ル
と
し
て

実
現
す
べ
き
で
は
。

答 

本
市
が
掲
げ
る
「
国
際
防
災

都
市
」
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
を
持
つ
人
づ
く
り
は
最
重

要
課
題
で
す
。「
生
徒
会
サ
ミ
ッ

ト
」
や
「
模
擬
国
連
」
等
で
培
っ

た
成
果
を
多
く
の
児
童
生
徒
へ
広

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人
一

台
端
末
の
活
用
は
、
地
理
的
制
約

を
打
ち
破
り
「
世
界
へ
の
扉
」
を

開
く
極
め
て
有
効
な
手
段
で
す
。

今
後
は
、
様
々
な
分
野
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
厶
で
結

ぶ
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討
も

し
な
が
ら
、
全
て
の
子
供
た
ち
が

夢
へ
の
動
機
付
け
を
得
ら
れ
る
環

境
を
目
指
し
ま
す
。

新
専
門
医
制
度
の

総
合
診
療
科
と
は

問 

市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
総
合
診

療
専
門
医
の
今
後
の
展
望
は
。

答 

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
高

齢
者
救
急
や
複
合
疾
患
等
へ
の
診

療
体
制
強
化
を
踏
ま
え
る
と
、
総

合
診
療
医
の
確
保
は
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
大
学
医
局
等
へ
の
働

き
か
け
を
行
い
、
常
勤
専
門
医
の

招
聘
を
目
指
す
と
と
も
に
、
総
合

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。▲期日前投票所における大学生の投票立会人の様子

問 

今
後
の
投
票
率
向
上
に
向
け

た
市
の
取
組
は
。

答 

中
学
生
や
高
校
生
に
対
す
る

主
権
者
教
育
に
お
い
て
、
講
義
内

容
や
教
材
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組

み
、
政
治
や
選
挙
に
対
す
る
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
若
い
世
代
の
投
票
行
動
に
つ

な
が
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
に
よ
る

啓
発
活
動
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
て
い
な
か
っ
た
大
学
生
に

対
す
る
選
挙
意
識
の
醸
成
を
図
る

取
組
に
つ
い
て
も
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

真
政
会

馬
上　
卓
也
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診
療
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
通
し

て
、
地
域
全
体
で
総
合
診
療
医
の

育
成
を
進
め
ま
す
。
令
和
８
年
度

に
は
総
合
診
療
科
を
設
け
、
非
常

勤
医
に
よ
る
外
来
診
療
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
診
療
体

制
を
強
化
し
、
地
域
の
医
療
機
関

等
と
の
連
携
に
よ
る
在
宅
医
療
の

充
実
な
ど
、
包
括
的
な
医
療
提
供

体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
医
療
資
源
の
乏
し
い
中
山
間

地
域
に
お
い
て
も
総
合
診
療
医
は

重
要
な
役
割
を
担
う
た
め
、
い
わ

き
医
療
圏
を
俯
瞰
す
る
観
点
か
ら
、

市
医
師
会
や
病
院
協
議
会
等
と
議

論
を
重
ね
、
総
合
診
療
医
を
介
し

た
医
療
連
携
に
お
い
て
も
、
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

創
世
会

狩
野　
光
昭

子
育
て
支
援
の
強
化
を

問 

南
相
馬
市
は
小
中
学
校
の
修

学
旅
行
費
の
保
護
者
負
担
を
ほ
と

ん
ど
な
く
す
よ
う
で
す
が
、
本
市

も
同
様
の
措
置
が
必
要
で
は
。

答 

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
調

査
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

新
た
な
屋
内
遊
び
場
整
備
を
。

答 

屋
内
遊
び
場
等
の
情
報
を
発

信
し
、
多
く
の
子
供
等
が
利
用
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問 

多
忙
化
解
消
の
取
組
は
。

答 

会
議
や
行
事
の
精
選
や
外
部

人
材
の
配
置
の
充
実
等
の
取
組
の

ほ
か
、
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

教
員
の
配
置
を
県
教
育
委
員
会
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問 

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
等
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学

校
訪
問
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答 

支
援
員
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
度
は
１
６
０
名
を
配
置
、
令
和

８
年
度
は
さ
ら
に
増
員
し
、
Ｉ　

Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
校
訪
問
回

数
を
拡
充
予
定
で
す
。

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
を

問 

障
が
い
者
雇
用
の
取
組
は
。

答 

い
わ
き
市
障
が
い
者
職
親
会

と
連
携
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
現

場
へ
の
視
察
会
を
開
催
し
、
理
解

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
の推進

を

問 

外
国
人
の
住
民
登
録
人
数
は
。

答 

令
和
６
年
度
末
で
３
７
９
８

人
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

問 

多
文
化
共
生
推
進
の
取
組
は
。

答 

日
本
語
教
室
等
の
開
催
や
、

や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
等
の
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

創
世
会

鈴
木
さ
お
り

市
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

問 

課
長
補
佐
の
職
に
あ
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
委
員
の
役
割
は
。

答 

職
場
内
の
環
境
改
善
や
職
員

の
健
康
状
態
の
把
握
、
個
別
相
談
、

相
談
内
容
に
応
じ
た
対
策
、
指
導

ま
た
は
助
言
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

問 

対
策
委
員
の
通
常
勤
務
と
委

員
兼
務
の
業
務
負
担
は
。

答 

普
段
か
ら
職
員
の
変
化
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

指
導
や
助
言
に
困
難
を
感
じ
る
場

合
も
あ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

外
部
医
療
機
関
等
に
よ
り
支
援
し

ま
す
。

問 

対
策
委
員
設
置
の
効
果
は
。

答 

専
門
機
関
等
へ
の
紹
介
・
同

行
等
に
よ
る
不
調
者
の
早
期
発

見
・
治
療
、
ま
た
、
所
属
長
と
協

力
し
、
職
場
環
境
改
善
計
画
の
作

成
等
、
良
好
な
環
境
づ
く
り
に
効

果
が
見
ら
れ
ま
す
。

互
助
の
仕
組
み
づ
く
り
を

問 

い
わ
き
市
住
民
支
え
合
い
活

動
づ
く
り
事
業
は
。

答 
住
民
主
体
の
互
助
活
動
の
創

出
を
目
指
す
事
業
で
、
現
在
62
団

体
が
高
齢
者
へ
の
身
近
な
生
活
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

問 

充
足
率
は
。

答 

市
内
全
域
は
網
羅
で
き
て
お

ら
ず
、
支
所
圏
内
で
設
置
す
る
第

２
層
協
議
体
で
補
完
し
て
い
ま
す
。

問 

今
後
の
方
向
性
は
。

答 

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
様
々
な
媒
体
を
活

用
し
取
組
等
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
い
わ
き

小
野　
光
貴

地
域
交
通
の
強
化
に

向
け
た
取
組
は

問 「
平

－

大
利

－

榊
小
屋
」
線

の
バ
ス
路
線
廃
止
に
よ
る
影
響
が

想
定
さ
れ
る
好
間
地
区
の
地
域
交

通
の
強
化
に
向
け
た
取
組
は
。

答 

好
間
地
区
の
市
街
地
部
も
含

め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
学
術

機
関
と
連
携
し
実
施
す
る
等
、
地

域
の
移
動
実
態
等
を
把
握
し
な
が

ら
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
必
要
な

対
策
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

医
療
人
材
の
確
保
に

向
け
た
取
組
は

問 

看
護
職
員
の
確
保
に
向
け
た

取
組
は
。

答 

新
卒
か
既
卒
か
は
問
わ
ず
、

市
外
か
ら
本
市
へ
転
入
し
、
看
護

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
を

問 

時
間
外
勤
務
の
実
態
は
。

答 

令
和
７
年
４
月
を
例
に
す
る

と
、
月
45
時
間
超
が
小
学
校
で
４

６
６
名
、
中
学
校
で
３
２
９
名
、

そ
の
中
で
月
80
時
間
超
が
小
学
校

で
20
名
、
中
学
校
で
51
名
で
す
。 ▲いわきっず もりもり（常磐湯本町） ▲こども元気センター（植田町）



定
例
会
の
概
要

当
初
予
算
の
概
要
・
主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書

代
表
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

15

師
ま
た
は
准
看
護
師
と
し
て
、
市

内
の
病
院
に
３
年
以
上
勤
務
す
る

意
思
が
あ
る
方
に
対
し
て
支
援
金

を
支
給
す
る
〝
フ
ラ
シ
テ
ィ
・
ナ

ー
ス
〟
移
住
支
援
金
を
創
設
す
る

ほ
か
、
看
護
師
等
養
成
所
へ
の
運

営
補
助
と
し
て
ミ
ラ
イ
の
ナ
ー
ス

育
成
補
助
金
を
創
設
し
、
市
内
で

の
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
育
成
、

市
内
医
療
機
関
へ
の
就
業
を
促
進

し
ま
す
。

問 

看
護
職
員
以
外
の
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
確
保
に
向
け
た
取
組
は
。

答 

市
医
師
会
や
市
病
院
協
議
会

の
医
師
等
で
構
成
す
る
「
い
わ
き

市
医
療
連
携
協
働
会
議
」
に
お
い

て
、
病
院
薬
剤
師
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
と
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
薬
剤
師
を
含
む
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
確
保
に
係
る
実
態
を
調
査
し
、

当
該
会
議
で
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

創
世
会

遠
藤　
崇
広

題
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答 

高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
単
身
高
齢
者

の
戸
別
訪
問
の
継
続
や
、
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
う
福
祉

部
門
等
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

問 

市
民
公
益
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

答 

令
和
８
年
度
か
ら
新
た
に
、

市
民
活
動
団
体
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
中
間
支
援
機
能
を

担
う
市
民
活
動
団
体
サ
ポ
ー
ト
専

門
員
を
配
置
し
、
市
民
活
動
団
体

へ
の
一
層
の
支
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

問 

市
道
街
路
樹
の
撤
去
に
向
け

た
今
後
の
取
組
は
。

答 

通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る

街
路
樹
等
を
対
象
に
、
中
高
木
50

％
の
総
量
削
減
を
目
指
し
、
令
和

８
年
度
か
ら
５
年
間
で
集
中
的
に

街
路
樹
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
地
区
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
た
取
組
は

問 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

は
。答 

ま
ち
な
か
の
関
係
団
体
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
、
課

題
解
消
を
進
め
、
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
が
主
体
で
進
め
る
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
で
あ
る

エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
加
速
さ

せ
る
べ
く
、
勉
強
会
の
開
催
や
策

定
経
費
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

問 

磐
城
平
城
し
ろ
あ
と
公
園
整

備
後
の
利
活
用
は
。

答 

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の

利
用
や
、
児
童
生
徒
の
遠
足
、
見

学
学
習
、
茶
道
・
華
道
等
の
文
化

活
動
の
場
と
し
て
の
利
用
等
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
自

治
会
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
と
連

携
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
い
わ
き
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。
丹
後
沢
公

園
も
安
全
性
の
確
保
を
進
め
、
磐

城
平
城
し
ろ
あ
と
公
園
と
一
体
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
は

問 

災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る
課

▲
�

計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
道
路
空

間
イ
メ
ー
ジ

【
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
】

　
医
師
や
歯
科
医
師
以
外
の
医
療

従
事
者
を
指
し
ま
す
。看
護
師
、薬

剤
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

臨
床
検
査
技
師
、診
療
放
射
線
技

師
、管
理
栄
養
士
、言
語
聴
覚
士
等
、

患
者
の
治
療
や
ケ
ア
に
関
わ
る
専

門
職
が
含
ま
れ
ま
す
。

１　いわき市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定
　本市議会は、令和６年12月定例会において「議員定数のあり方及び議員の長期欠席の取扱いに関す
る検討特別委員会」を設置し、議員報酬等の特例を定める条例の制定に向けた協議・検討を重ねて参
りました。
　市民の皆様の負託に全力で応え、信頼され続ける議会の実現を目指し、公平公正で透明性のある開
かれた議会運営の一環として、本市議会議員が、療養等による長期欠席のため議員の職責を果たすこ
とができないなどの場合に、当該議員の議員報酬及び期末手当を減額する等の特例を定めました。

２　いわき市議会会議規則の改正
３　いわき市議会委員会条例の改正
　令和５年度の地方自治法改正に伴い、全国市議会議長会において、議会におけるオンラインによる
方法での委員会開催を可能とするため、標準市議会会議規則を改正したことから、本市議会会議規則
及び委員会条例を改正しました。

４　いわき市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正
　令和６年５月15日に国家公務員等の旅費に関する法律の一部が改正されたことに伴い、いわき市職
員等の旅費に関する条例を改正することから、合わせて、本市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例を改正しました。

議　会　案



第
213号

〒
970-8686　

福
島

県
い

わ
き

市
平

字
梅

本
21番

地
                     い

わ
き

市
議

会
事

務
局

　
総

務
議

事
課

電
話

（
0246）

22ｰ7535　
FA

X（
0246）

23ｰ5112
E-m

ail gikai-som
ugiji@

city.iw
aki.lg.jp

い
わ

き
市

議
会

だ
よ

り

詳細は ➡
こちらから　

いわき市議会公式ホームページからも、いわき市議会だより「ほうれんそう」データ版をご覧いただけます。

定
例
会
の
概
要

当
初
予
算
の
概
要
・
主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書

代
表
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

PB 16

　次期定例会は６月11日(木)から６月25日
(木)までの会期で開催される予定です。

月　　日 開会時刻 会 議 内 容
６月11日 (木) 午前10時 本会議（初　　日）
６月12日 (金) 休 会
６月13日 (土) 休 会
６月14日 (日) 休 会
６月15日 (月) 午前10時 本会議（一般質問）
６月16日 (火) 午前10時 本会議（一般質問）
６月17日 (水) 午前10時 本会議（一般質問）
６月18日 (木) 午前10時 本会議（一般質問）
６月19日 (金) 午前10時 常 任 委 員 会
６月20日 (土) 休 会
６月21日 (日) 休 会
６月22日 (月) 午前10時 常 任 委 員 会
６月23日 (火) 午前10時 特 別 委 員 会
６月24日 (水） 休 会
６月25日 (木） 午前10時 本会議（最 終 日）

※�　日程、開会時刻は質問者数や議事の内容等により、
変更になる場合があります。

次期定例会日程(予定)のお知らせ

　

２
月
定
例
会
は
、
新
年
度
の

設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
ひ
い

て
は
い
わ
き
の
未
来
を
設
計
す

る
非
常
に
重
要
な
会
期
で
す
。

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
声
に
向
き
合
い
、
議
論
を

積
み
重
ね
た
時
間
で
し
た
。
進

学
や
就
職
な
ど
人
生
の
節
目
を

迎
え
る
若
者
が
、
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
続
け
た
い
、
ま
た
戻
り

た
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、

今
の
私
た
ち
の
選
択
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
若
者
が
希
望
を
描

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
議
会
と

し
て
責
任
を
も
っ
て
後
押
し
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
た
定
例
会

で
し
た
。

（
議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
）

表

紙

写

真

　

い
わ
き
市
は
、
昭
和
41
年
10
月

に
５
市
４
町
５
村
の
合
計
14
市
町

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
議
会
に

お
い
て
は
、
旧
14
市
町
村
の
全
議

員
３
３
３
人
が
、
そ
の
ま
ま
い
わ

き
市
議
会
議
員
と
な
り
、
当
時
は

「
日
本
一
の
マ
ン
モ
ス
議
会
」
と

し
て
全
国
的
に
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
令
和
８
年
は
、
い
わ
き
市
議

会
発
足
60
周
年
で
あ
り
、
市
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
、

現
在
37
名
の
議
員
が
、
市
民
に
身

近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

公
平
か
つ
公
正
な
議
会
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
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令和８年１月臨時会を開催しました
　国の補正予算の成立に伴い、速やかに対応すべき事業に要する経費について、補正措置を講じるため、令和８
年１月27日（火）に臨時会を開催しました。

補正予算の総額　24億353万1千円
＜令和７年度いわき市一般会計補正予算（第７号）＞

―　主な事業は次のとおりです　― 詳しくはこちら▶

　災害時の避難所における生活環境の改善を図るた
め、資機材の拡充を実施する。

9,998万2千円
区　　分 数　　量

熱中症等
の対策

移動式エアコン 小中学校７校
（優先開設避難所へ設置）

エアコン付き
防災テント

４張
（必要となる場所へ柔軟に移動）

プライバシー
確保 パーティション 279基

（目標：4,670基、完了：3,854基）

担当 ：
　危機管理課

　　☎22-1206（直通）
　学校支援課

　　☎22-7594（直通）

避難所環境改善事業 1 

小・中学校の長寿命化やトイレ洋式化事業を実施する。

22億5,387万円

▶ 児童・生徒の教育環境の質を保ち、学校生活の安
心・安全を確保するため、老朽化が著しい校舎及び屋
内運動場の長寿命化改修工事を実施する。

12億7,688万3千円

▶ 児童・生徒の健康面、衛生面、生活面などの教育環
境を充実させるため、トイレの洋式化を実施する。

 9億7,698万7千円

担当：学校支援課　☎22-7594（直通）

小・中学校環境改善事業 2 

小学校６校、中学校５校

小学校17校

令和９年度までに全小・中
学校の適正器具数を100％
達成予定


